
２－１ 経営の基盤

（１）本校の実態と特色
・ 本校は明治７年に開校し、今年度で創立150周年を迎える歴史と伝統のある学校
であり、現校舎は平成16年に落成する。平成17年３月には市町村合併により大仙
市立四ツ屋小学校となる。

・ 諸教育研究会の公開や各団体の表彰も数多く、陸上・野球・ミニバスケットボー
ル等の体育面や器楽部、図画工作・書写等での文化面の活躍もめざましい。

・ 平成４年に始まった「ゆりの木の集い」は児童・保護者・祖父母の三世代交流で、
四ツ屋地区にまつわる活動を、地元公民館や地域住民の協力を得て行っている、本
校の特色ある活動の一つである。

・ 平成13年４月に松倉小学校と統合し、新生四ツ屋小学校となる。旧松倉小学校
区の児童は年間を通してタクシー通学、他の児童は徒歩で集団登校をしている。
全校児童数は、松倉小学校と統合した平成13年度以降、190名前後で推移してきて
いたが、昨年度は122名、今年度は128名と減少傾向にある。

・ 平成27年度からＰＴＡによる朝のあいさつ運動が始まり、その翌年から地元公
民館や防犯協会等の地域協力者も得て、月２回あいさつ運動を展開している。

・ 地元公民館や保育園と隣接しており、共催や交流を通して連携を図っている。
・ 大仙市学校教育目標の「生きる力を育み、社会を支える創造力あふれる人づく
り」、大仙教育メソッドの「地域活性化に寄与できる子どもの育成」を目指し、大
曲中学校区同一歩調で歩みを進めている。

（２）地域の実態と願い
・ 本校は、大仙市役所から北東へ約５kmに位置し、近くには保育園や公民館、郵
便局、ＪＡ四ツ屋が点在している四ツ屋地区の中心部にある。

・ 地域内は平坦な田園の続く市内有数の穀倉地帯である。近年は農業の多角化に
より、野菜や花卉等の生産が盛んであるが、専業農家は少なくなり、農外収入に
頼る家庭が多くなってきている。また、地域内には国道105号線が通り、沿道には
会社、工場、倉庫、コンビニ等の建物が建ち並び、学校周辺に新居を構える住民
も多い。そのため、古くからの住民に加え、地域外から移転してきた新しい住民
も増え、家庭環境や価値観の多様化が見える。

・ 地域住民は自分たちの住む地域愛が強く、保護者の学校教育活動やＰＴＡ活動
などへの参加率も高い。地域をあげて、地域の中の本校への協力を惜しまず、愛
着も深い。

・ 学校アンケート等によると、保護者や学校関係者の願いとして、「あいさつの励
行」「学習意欲を高めること」「いじめの絶無」「たくましい心の向上」等が挙げら
れている。

（３）児童の実態
・ 児童の多くは、器楽部や男女ミニバス・野球スポ少のほかサッカー、バレーボ
ール等のスポ少活動に所属しているが、所属に分散が見られ、児童の減少により
活動に支障をきたしているスポ少も見られる。

・ 児童は四ツ屋まつりなどの地域行事に参加しているが、自分たちの住む地域や
社会をよりよくしていきたいという意識までは高まっていない。

・ 児童は明るく元気で、目標に向かって前向きに生活している。また、学級・学
校が一体となった活動や縦割り班活動には、協調し積極的に参加する児童が多い。
反面、生活・学習規律の未定着な児童、周りの児童と良好な関係を築けない児童、
自分に自信をもてず自己有用感の低い児童、メディア利用の長い児童が見られる。

・ 昨年度の県学習状況調査の県平均との比較では、現５年は算で0.1、理で1.4ポイ
ント上回っており、国で2.8ポイント下回っている。現６年は国で5.1、社で4.1、
算で7.0、理で7.7ポイントといずれも上回った。今後も基礎・基本の定着を徹底し
ながら、課題解決型の実感を伴う授業展開と共通実践事項の徹底を図る必要がある。

・ 昨年度の新体力テストでは、特に低学年において県平均を下回る種目が多く、全
校においては、長座体前屈に課題が見られた。多様な遊びの励行や、体育の授業に
おける運動量の確保、実態を考慮した意図的な準備運動等の工夫が必要である。



２－２ 経営の方針・具体的な施策 （◎：今年度の重点）

・児童・保護者・地域から信頼される学校づくりに努める。

・学校教育目標の具現化を通して、子どもの｢確かな成長｣と｢確かな学力｣を保障する。

（１）やさしく（豊かな心）

①思いやりの心と関わる力を育む活動の充実

◎②自他のよさを生かし、一人一人の居場所がある学級・学校の風土の醸成

③豊かな体験活動

◎④いじめ・不登校の未然防止と迅速なチームでの対応・支援

⑤特別支援教育の充実

・特別な支援を必要とする児童の家庭との連携

・「個別の指導計画」の蓄積などによる一人一人に寄り添った支援

（２）かしこく（確かな学力）

①学びを支える基本的な学習規律の定着

②基礎・基本の確かな定着

◎③課題解決に向けて自分で考え、学び合い、ゴールできる授業づくり

④自ら学ぶ家庭学習の推進と学習習慣の形成

⑤夢（目標）の実現に向けた実践力の向上

（３）たくましく（健やかな心身）

①安全教育の充実と安全対策の徹底

②基本的な生活習慣の定着

◎③体力の向上と粘り強くあきらめずに取り組む態度の涵養

④健康・食育教育の推進

（４）地域と共に（地域貢献）

◎①地域の特性や文化、自然環境などを生かしたふるさと教育の推進

②身に付けさせたい力を明確にしたキャリア教育の推進

③夢を育む「もの・こと・人」との出会い

◎④地域から学び、地域への思いを強くする活動の重視

（生活科・総合的な学習の時間を柱として）

⑤地域と学校を結ぶ児童主体の「あいさつ運動」

（５）教職員としての資質・能力の向上（指導力向上）

①教職員としての良識ある言動と人間力の向上

②安全指導、安全対策、危機管理の徹底

◎③確かな児童理解と共感的な支援

◎④児童の主体性や粘り強さを引き出す授業力の向上

⑤学校経営への参画意識の高揚と業務改善の推進

⑥家庭及び地域、関係諸機関との連携



２－３ 学校教育目標

夢に向かって ふみ出す一歩

～ やさしく かしこく たくましく ～

2024 年の合い言葉 「チャレンジスイッチ オン！」

子どもたちが将来に向かってたくましく生きていくためには、人生に夢や志をもつこと、

そして、それに向かって勇気をもって一歩を踏み出すことが大切である。小学校生活の６

年間は、子どもたちが夢に向かって一歩ずつ歩みを進めるための資質・能力を育む重要な

時期であると考える。

子どもたちが一歩を踏み出すための基盤として、温かく良好な人間関係を築くことがで

きるように相手を思いやり互いに尊重しあえる「やさしさ」、より深く学ぶために探求す

る心「かしこさ」を育みたい。また、一人一人がしっかりと一歩ずつ歩みを進めることが

できるように、健康で丈夫な体、そして困難にもくじけないしなやかで強い心「たくまし

さ」を育てたい。

これらの基盤を育みながら、子どもたちが学校生活の中で踏み出す一歩を支え合うため

に、今年の合い言葉を「チャレンジスイッチ オン！」と設定し、挑戦しようとする気持

ちやあきらめずに最後まで努力する粘り強さを全校で目指す。互いに合い言葉を掛け合い

ながら、自身の行動を起こすきっかけとしたり、努力したことを価値付けたりすることを

通して、学校全体の前向きな気運を高めていきたい。

子どもたちが、夢に向かって一歩を踏み出せるように、知・徳・体の調和のとれた未来

に通用する生きる力を育み、そして地域と共に生きる実感をもち、地域に貢献できる子ど

もたちの育成に力を注いでいく。

● 目指す姿

〈目指す子ども像〉

・互いに思いやりの心を伝え合うことのできる子ども

・主体的に学び、自分の考えをもち、表現できる子ども

・志をもち、粘り強く挑戦する子ども

・ふるさとを愛し、共によく生きようとする子ども

〈目指す学校像〉

・子どもにとって・・・・学習内容が分かり、仲間と安心してつながる

“魅力ある楽しい学校”

・教職員にとって・・・・自分の持ち味が発揮でき、子どもの成長に

“やりがいを感じる学校”

・保護者や地域にとって・・・思いや願いを共有し、

“共に子どもを成長させる ふるさとの学校”

〈目指す教師像〉

・子どもに夢（志）をもたせられる教師

・子ども一人一人の学びを保障し、意欲と能力を引き出す教師

・研修や学校経営への参画を通して、自身の伸びを止めない教師



２－４ 全体構想

本県学校教育が目指すもの 南の学校教育の重点

豊かな人間性を育む学校教育 授業で勝負=
ふるさとを愛し、社会を支える自覚と高い ～子どもも教師も目が輝いている授業～
志にあふれる人づくり

Ⅰ 思いやりの心を育てる １ 「社会に開かれた教育課程」の実現
Ⅱ 心と体を鍛える ２ 確かな学力の向上
Ⅲ 基礎学力の向上を図る ３ 豊かな心と健やかな体の育成
Ⅳ 教師の力量を高める ４ 実践的指導力を高める研修の充実

大仙市の学校教育

【大仙市教育目標】 【学校教育の重点】
生きる力を育み、社会を支える 学校教育の充実「ふるさと大好き」元気に探究する子ども
創造力あふれる人づくり 生きる力としての総合的な学力を育む学校教育の推進
～共（ともに）創（つくる） ○地域活性化に寄与できる子ども
考（かんがえる）開（ひらく）～ （地域を元気づけ、将来的に地域を支える人材と世界

に羽ばたく人材）の育成
【大仙教育メソッド】 生きる力の育成
「大仙教育メソッド」による「地域活性化に寄与できる子どもの育成」を目指した中学校区単位に
おける特色ある取組の一層の推進
～「学ぶ力」を中心に～（校種間連携、地域連携 等）

Ⅲ 活かす力 「地域に根ざしたキャリア教育」 「ＥＳＤ」
Ⅱ 学ぶ力 「基礎・基本」 「探究・探求」 「グローバル・多様性」
Ⅰ 基礎となる力 「おもいやり」 「たくましさ」 「市民性（シチズンシップ）」

校 訓
自 発 ・ 自 律

学校教育目標
夢に向かって ふみ出す一歩 ～やさしく かしこく たくましく～

学校・家庭・地域

自分

目指す子ども像
(1) やさしく（豊かな心） 互いに思いやりの心を伝え合うことのできる子ども
(2) かしこく（確かな学力） 主体的に学び、自分の考えをもち、表現できる子ども
(3) たくましく（健やかな心身） 志をもち、粘り強く挑戦する子ども
(4) 地域と共に（地域貢献） ふるさとを愛し、共によく生きようとする子ども

目指す学校像
(1) 子どもにとって ………学習内容が分かり、仲間と安心してつながる“魅力ある楽しい学校”
(2) 教職員にとって ………自分の持ち味が発揮でき、子どもの成長に“やりがいを感じる学校”
(3) 保護者や地域にとって…思いや願いを共有し、“共に子どもを成長させる ふるさとの学校”

目指す教師像
(1) 子どもに夢（志）をもたせられる教師
(2) 子ども一人一人の学びを保障し、意欲と能力を引き出す教師
(3) 研修や学校経営への参画を通して、自身の伸びを止めない教師

豊かな心

確かな学力

健やかな心身

地域貢献 夢（自己実現）に向かう力の涵養

一歩
夢（未来）



教育課程編制・日課表・補充計画・授業時数・通知表・教務一般・バス・タクシー
○：学団主任

1年 3年 5年
2年 4年 6年

教科指導

道徳教育（佐藤有・高階）
総合的な学習の時間（加賀谷・小松）
専科（千田・杉井）
ふるさと・キャリア・地域交流（六郷・熊木） 情報・視聴覚教育（金・加賀谷）
学校保健安全（佐藤周・金） 福祉（佐藤有・高階）
体力つくり（金・熊木） 食育・給食（佐藤周・杉井・六郷）
図書館（高階・黒川） 環境美化（黒川・千田）

防災（小松・教頭）

運営委員会（金・熊木）
学級活動（黒川・加賀谷・熊木） 放送委員会（杉井・千田）

代表委員会（金・小松） 保健委員会（佐藤周・六郷）
児童会活動 委員会活動（金） 図書委員会（高階・小松・加賀谷）

（金・小松） 縦割り活動（六郷・黒川） 運動委員会（佐藤有・黒川）

クラブ活動
（千田）

手作り・アートクラブ
儀式・文化(杉井・教頭) （黒川・千田）

学校行事 健康安全（小松・佐藤周・教頭） スポーツクラブ（小松・熊木・加賀谷）
（杉井） 体　育（金・熊木・六郷） パソコンクラブ（金・杉井）

遠足･集団宿泊(熊木・金・加賀谷・高階) 屋内ゲームクラブ（六郷・佐藤有・高階）
勤労生産奉仕(黒川・千田・佐藤有)

校内外生活指導（小松・学級担任） １区 六郷（１梅教室）
地区子ども会（小松・千田） ２区
通学タクシー（杉井） ３区
長期休業中の指導（小松） ４－１区 千田（図書室）
特別支援教育（高階・加賀谷） ４－２区 佐藤有（４梅）
特支学級運営・教育就学相談（高階・加賀谷・教頭） ４－３区 熊木（６梅）
特支コーディネーター（高階） ５区 金（５梅）
児童理解（小松・高階・黒川） ６区 小松（３梅）

７－１区
清掃指導(佐藤周） ７－２区
校内外環境整備(佐藤周・佐藤有・松橋) ８区 高階（家庭科室）

保健健康指導･性教育指導計画(佐藤周) ９区 杉井（理科室）

プール浄化管理(教頭・佐藤周・杉井・松橋) １０区 佐藤周（多目的ルーム）

健康診断･保健関係(佐藤周)　給食等(佐藤周・松橋)

学校沿革誌･学校日誌･指導要録･出席簿･日番日誌(教頭)
出勤簿･在校時間管理・服務関係(教頭・松橋)
公文書収受発送･統計･教科書(松橋)
ホームページ（校長）・記録写真(杉井)

学校予算･給料･購入支払･電話･共済互助会･生協等(松橋)

消耗品･修繕･校舎･校庭･校具･施設一般(松橋･教頭)
諸会計･学年費(松橋･各学年会計担当)　PTA会費(松橋)　図書費(松橋)

校舎(別紙　防火防災計画による)
掲示計画（佐藤有・杉井）
グラウンド（金・加賀谷・秋山）
備品　教材備品(各教科主任)　金管楽器(千田)　図書(高階・小松)
清掃用具(佐藤周・松橋)　視聴覚及び一般備品(松橋)　遊具(教頭)
校地(教頭･秋山)　学校農園(黒川・秋山)　プランター(佐藤有・秋山)

職員会計・職員厚生・慶弔（佐藤周・松橋）

共済・互助会・学生協（松橋）

総務部 杉井・松橋
PTA関係(教頭･松橋・杉井) 研修部 六郷・佐藤有・熊木
スポ少･課外活動(教頭) 校外生活指導部 小松・千田・黒川・高階

育成会（教頭・松橋） 保健体育部 佐藤周・金・加賀谷
仙教研(教頭)
スポーツ振興会･PTA安全互助会(佐藤周・松橋)　

器楽部（千田・小松・高階）
陸上競技部（金・加賀谷・杉井・教頭）

加賀谷
（イングリッシュルーム）

黒川（２梅）
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学校評議員会（５名）
○民生児童委員　会長
○主任児童委員
○スポーツ振興協会　会長
○四ツ屋地区コミュニティー会議
　会長
○ＰＴＡ会長

厚
生
部

教
務
部

杉
井

研究推進委員会
　◎研究主任
  ◎研究副主任
　・関係職員

保
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部

校
長 教頭 職員会議

就学指導委員会
　◎特支Ｃο
　教務主任，特支学級担
任，交流学級担任，養護
教諭

渉
外
部

学校保健委員会
食育・アレルギー対応
委員会
　◎養護教諭
　   関係職員

庶
務
部

防災管理委員会
　◎教頭
　　　関係職員

教
頭

養
　
教

外国語（○加賀谷・教頭）
学
習
指
導
部

◎
熊
木
・
六
郷

図工（○小松・千田）

生
徒
指
導
・
特
支
部

書写（高階）

社会（○佐藤有・金） 算数（○六郷・高階）
作品
募集

図工（千田）

生活（○六郷・黒川） 音楽（○千田・小松） 作文・標語（加賀谷）

高
　 金

  佐藤有，高階（特） ○熊木，加賀谷（特）

家庭（○高階・杉井） 体育（○金・熊木）

国語（○黒川・杉井）

２－５　Ｒ６ 学校運営機構図

教務　

学
団
部

低
○六郷

生徒指導委員会
　◎生徒指導主事
　◎特支Ｃο

【いじめ不登校対策】
　◎生徒指導主事
　　 関係職員

【特別支援教育】
　◎特支Ｃο
　　 関係職員

◎杉井・加賀谷

理科（○杉井・小松）

　 黒川
中

○小松


